
注１

力が出ない。 速度が遅い。 圧力が上る。 ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰは正常 定格以上の荷重がかかっている。 定格荷重内で運転する。

ﾌﾞﾚｰｷが働いている。 ﾌﾞﾚｰｷ開放または固着修理

ﾁｪﾝｼﾞｵｰﾊﾞｰﾊﾞﾙﾌﾞの切換不完全 使用しない側を完全に締める。

規定圧力に上らない。 安全弁がﾘﾘｰﾌしている。

ｼｮｯｸﾊﾞﾙﾌﾞが開いている。 配管・据付けによる歪修正

正逆転共廻らない。 ｳｲﾝﾁ側ﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞのｽﾃｨｯｸ

ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰに鉄粉付着 注１ 注２ ﾎﾟﾝﾌﾟの異常摩耗

圧力は上る。 ｻｸﾞｽﾋﾟｰﾄﾞ大 ﾓｰﾀｰの異常摩耗

逆転しない。 注２

ﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞｰﾝが動かない。

規定の速度は出る。 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁の作動不良

速度が遅い。 力が出ない。 配管・据付けによる歪修正 注５

ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰは正常　　　　　　注１

力は出る。 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞが振動 空気抜き 注６

軽荷重で速度が遅い。 規定圧力に上らない。 空気抜栓より空気抜き 注６ 騒音・圧力計針の振れ激しい 油中の空気混入が多い。

ﾊﾟｯｷﾝの破れ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ第二分配弁開 分配弁の点検・調整・修理

注７

ﾘﾓｺﾝの位相ずれまたは油洩れ 位相調整・油洩れ修理

ｻｸﾞｽﾋﾟｰﾄﾞが速い。　注３ ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰは正常

ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰに鉄粉付着

逆転しない。 無負荷時、巻込方向には回転 注５

ｳｲﾝﾁ類が回転しない。 新換え

ﾛﾜｰﾘﾐｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞがｽﾃｨｯｸ 清掃・修理または新換え

宙吊り停止が出来ない。 ﾛｰﾌﾟの巻取り方向が反対 ﾛｰﾌﾟを正規の方向へ巻直す。 注５

ﾛｰﾌﾟの巻取り方向は正しい ﾛﾜｰﾘﾐｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞが開いたままとなっている ﾓｰﾀｰの修理または新換え

振動・騒音が大きい。 圧力が上るにつれて騒音発生 ｳｲﾝﾁ側のﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞ開 ﾛﾜｰﾘﾐｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞの清掃・修理または新換え

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの振動

油中に空気混入 注４

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞの切換点が不安定 配管中のﾊﾞﾙﾌﾞ閉 注５

圧力が上らない。 手でﾎﾟﾝﾌﾟを逆転出来る。 空気抜き 注６ 新換え

手でﾎﾟﾝﾌﾟを逆転出来ない。注２ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁の調整 修理または新換え

ﾘﾓｺﾝの位相ずれ ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰに鉄粉付着 注１ ﾊﾞﾙﾌﾞを開く。

ﾌﾙﾌﾛｰﾌｨﾙﾀｰは正常 注１ ﾎﾟﾝﾌﾟの異常摩耗

位相調整 ﾓｰﾀｰの異常摩耗 配管・据付けによる歪修正 注５

注８ 修正してﾈｼﾞを締める。 安全弁がｽﾃｨｯｸ 清掃・修理または新換え

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ新換えまたは調整

注５

注９

給油不完全

芯出し不良

ﾒﾀﾙ当り面不良

点検・清掃・修理または新換え

手で、ﾎﾟﾝﾌﾟを逆転方向に回すことが
出来る。この時､回転ﾑﾗがある。

ﾘﾓｺﾝＯＦＦで、機側操作をすれば
問題なし。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁の作動不良

配管・据付けによる歪修正 　　　○配管工事が悪く、油中にゴミが入っている。

注３

注４

ﾎﾟﾝﾌﾟ音が高く､圧力計針の振れが
激しい。

ﾎﾟﾝﾌﾟの修理または新
換え

ﾓｰﾀｰの修理または新
換え

ﾍﾞｰﾝの修正または新
換え

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁の点検・調整・
修理

手で、ﾎﾟﾝﾌﾟを逆転方向に回すことが
出来る。

軽荷重で激しい叩音す
る。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ第二分配弁の上
部に空気混入 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ内のﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞがｽ

ﾃｨｯｸ

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁の点検・調
整・修理

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ第二分配弁の作動
不良

ﾓｰﾀｰの異常摩耗
注１

注１

ﾛﾜｰﾘﾐｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞの清掃・修理または
新換え

配管・据付けによる歪修正

ﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞの修理・新換え

配管歪の修正

機側ﾊﾝﾄﾞﾙ固定用押ﾈｼﾞが弛ん
でﾊﾝﾄﾞﾙがずれている。

注２

ﾍﾞｰﾝﾋﾟﾝの曲損

ﾎﾟﾝﾌﾟの異常摩耗

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞのﾊﾝﾄﾞﾙがおどる。 ﾛｰﾀｰのﾍﾞｰﾝ溝異常

清掃・修理または新換え

ｳｲﾝﾁ側ﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞのｽﾃｨｯｸ

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ逆止弁がｽﾃｨｯｸ

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞのｽﾌﾟﾘﾝｸﾞが折損
変形して、ｽﾗｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞの位置不
安定

空転するﾎﾟﾝﾌﾟの安全弁内また
は安全弁直上のﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞが
ｽﾃｨｯｸ

同一配管系統中に複数
のﾎﾟﾝﾌﾟがある場合で、
一つのﾎﾟﾝﾌﾟを運転する
と他のﾎﾟﾝﾌﾟが逆転側に
回り出す。

甲板機械軸受部の異常
発熱

配管による歪修正
注５

配管による歪修正

注1) このﾌｨﾙﾀｰの点検については､9.2-(7)項(52頁)を参照して下さい。

注2) ﾎﾟﾝﾌﾟが正常な場合は､わずかに逆転側に回りますが、手を放すと

　　　再び元に戻ります。

　　　あれば正常です。

注4) ﾎﾟﾝﾌﾟが異常摩耗(かじり)する原因としては、
　　　○粘度の低い作動油を使用している。

注3) 定格荷重で油温40℃の場合､ﾓｰﾀｰ1回転の時間が35秒以上で

　　　   なっている。

　　　○ﾎﾟﾝﾌﾟ上部のﾊﾟｲﾌﾟ保持が弱く、ﾊﾟｲﾌﾟによって芯出し不良の状態に

　　　   なっている。

注5) ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ分配弁やﾉﾝﾚﾀﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽﾃｨｯｸの原因の1つとして、

注８

D/M 故障およびその原因と対策

　　　○ﾎﾟﾝﾌﾟ据付けの基礎が弱く､台盤が変形して芯出し不良の状態に

　　　などが考えられます。変形の場合は、ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞのｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞを計測

　　　することにより点検出来ます。

　　　配管や据付けの歪による場合があります。

ﾊﾝﾄﾞﾙ停止位置でもﾎﾟﾝ
ﾌﾟを回すとﾓｰﾀｰが回
る。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ第二分配弁の点検・
調整・修理

　　　ﾊﾞﾙﾌﾞの上部ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞが弱くなったためで、特に油量の多いﾎﾟﾝﾌﾟを

　 　 使用している場合に見られます。

注７

修理または新換え

清掃・修理または新換え

注４

注9) 軸受部に手を触れてみて、触れられない程熱い場合は異常です。

注6) 空気抜きについては、7.3項 (41頁) を参照して下さい。

注7) 別冊「ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ装置」の説明書を参照して下さい。

注8) ﾎﾟﾝﾌﾟを始動したときﾊﾝﾄﾞﾙが巻出し方向に取られるのは､ｽﾗｲﾄﾞ
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